













基調講演   COVID-19 危機とILO 
―産業別に見た取組み
伊澤　章＊
　皆さん，こんにちは。今年 9 月まで ILO 本部の部門別政策局（Sectoral Policies Department）
で次長を務めていた伊澤といいます。本日はこの伝統あるシンポジウムでお話をさせていただける
機会をいただき光栄に思っております。
　ILO 本部のあるジュネーブでは，COVID-19 感染者急増のために 11 月 2 日からロックダウンが
再開されています。私自身はちょうどその日にジュネーブを発って日本に帰国しましたので，今回
は巻き込まれていないのですが，前回ロックダウンのあった 3 月 16 日からはまさにその最中に身
を置いていました。このときはほとんどの ILO 本部の職員が 4 カ月間ほど完全テレワークの状態
になり，通常の会議は開催できず，出張にも行けず，事務局の内外を問わずコミュニケーションに




　まず，ILO による COVID -19 危機への対応についてお話をします。すでに皆さん方もご承知の
とおり，仕事の世界（World of Work）は，COVID -19 によって，私たちがこれまでに経験した
ことのない世界的危機に直面しています。現在 ILO に加盟する 187 カ国の政府と労使は，新型コ
ロナウイルスの影響を把握し，働く人々のディーセント・ワークを確保するために世界中で日々奮
闘しています。ILO のガイ・ライダー事務局長は，COVID -19 危機に対して，世界的に連帯する
ことにより「人間を中心に据えた対応（human-centered response）」を取ることを求めています。









い仕事の世界の再構築（build back better）」です。大切なのは，COVID-19 危機後に，現在の状
態に戻すのではなく，現在よりもより良い状態に戻すということだと思います。
　ILO が COVID -19 危機に対して行っていることとしては，①グローバル・サミットの開催，②
ILO モニターの発行，③ COVID -19 ポータルサイトの設置，④国連や他の国際機関との連携，⑤
ILO の計画予算による対応，⑥総会，理事会などにおける議論，などがあげられます。これらにつ


















































であれば農業や漁業，UNESCO であれば教育，IMO は海運，WHO であれば健康・医療など，そ










































　このような衣料品産業の抱える問題に対処するために，2020 年 4 月，グローバルレベルの労使
により，衣料品産業について労使による「行動の呼びかけ（Call To Action）」というものがとり
まとめられ，発表されました。これを支援しているのが Better Work というプロジェクトです。
これは ILO と IFC（International Finance Corporation）が実施する衣料品産業の工場における労
働条件向上のためのプロジェクトです。Better Work の支援によって，国際レベルの使用者団体で
















　すでに皆さんご承知のとおり，昨年 2019 年は ILO の創立 100 周年でした。その記念すべき ILO





　しかし，その出鼻をくじくように COVID -19 危機が ILO を翻弄しはじめ，2020 年 3 月の理事




前向きに考えることもできるのではないかと思います。まさに Build Back Better という言葉が示
すとおりです。




療保険などの適用拡大）」などです。今回の COVID -19 危機においてもこのような点を議論して











　繰り返しになりますが，我々は COVID -19 危機に悲観することなく，私たちの今後の仕事の世
界や生活をより良くするための契機ととらえて，ILO「仕事の未来に関する 100 周年宣言」を踏ま
えて，政労使などの関係者が，前向きに議論を重ねて，より良い仕事の未来を切り拓くこと（build 
back better) につなげていただきたいと思っております。目指すべきは，耐性のある（resilient），
包摂的で（inclusive），持続可能な（sustainable）社会の構築だと思います。
　以上のメッセージをもって，私からのお話とさせていただきます。ご清聴ありがとうございまし
た。
